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令和４年度第１回 稲沢市地域公共交通会議 会議録 

 

【日 時】令和４年７月２１日（木） 

午前１０時から午前１１時３０分まで 

 

【場 所】稲沢市役所 ２階 政策審議室 

 

【出席委員数】１９名（１名欠席） 

 

【傍聴者数】５名 

 

【議事次第】 

１ あいさつ【会長】 

 ２ 中部運輸局愛知運輸支局から「地域公共交通会議の在り方」について説明 

３ 議事 

報告事項１ 稲沢市コミュニティバス等利用状況報告について 

協議事項１ 『稲沢市コミュニティバス運行事業計画』変更案について 

４ その他 

  （１）稲沢おでかけタクシー利用状況等報告について 

  （２）その他 

 

【議事内容】 

２ 議 事 

報告事項１ 稲沢市コミュニティバス等利用状況報告について 

○ 資料番号１に基づき、平成３１年４月１日から令和４年５月３１日まで

の「稲沢市コミュニティバス及びコミュニティバス接続便利用状況等報告

書」の説明を行った。 

 

【主な意見】 

  ・ 資料番号１の P11 に名鉄国府宮駅、大里駅の乗り入れに対する構内営業

料が計上されているが、勝幡駅はどのような取り扱いとなっているか。 

【委員】 

 

→ 名鉄国府宮駅及び大里駅のロータリーについては私有地となって

おり、そのためバスを乗入れさせていただくため構内営業料を支払っ

ています。名鉄勝幡駅北側のロータリーについては、愛西市の所有と
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なっており、同駅への乗り入れにあたって、同市と何度も協議を重ね、

乗り入れに関する御理解をいただいた結果、利用料金を負担せずに乗

入れさせていただいています。 

                         【地域協働課】 

 

協議事項１ 『稲沢市コミュニティバス運行事業計画』変更案について 

○ 資料番号２に基づき、「『稲沢市コミュニティバス運行事業計画』変更」

についての説明を行い、質疑応答の後、本資料に基づくパブリックコメン

ト手続きの実施について諮り、合意を得た。 

 

【主な意見】 

・ 先回の地域公共交通会議においても指摘させていただいたが、本会は地

域の公共交通に係わる事項を協議する会にも関わらず、女性委員の数が少

ない。交通制約者には女性や子どもも含まれると思うので女性委員の登用

を進めるべきである。 

【委員】 

 

→ 現在の委員任期は令和５年７月までとなっているため、次回の改選

の際には、推薦団体の見直しを検討させていただきます。 

                         【地域協働課】 

 

  ・ 先回の会議時に、善光寺東海別院の７年に１度の御開帳に併せて停留所

「善光寺南」を同寺の近くに移設できないか提案したが「事前調整が必要

であるため急に路線変更や停留所の移設などの対応は困難」との回答があ

った。 

次回の御開帳は７年後となるが、その際は路線変更や臨時停留所の設置

など対応することは可能か。 

【委員】 

 

→ 一時的な路線変更や停留所の移設であっても本会の協議が必要な

ものとして認識しています。  

  変更にあたっては、道路管理者や公安、地権者などから事前協議が

必要であり、７年後の変更となると、その時の状況に基づいて協議す

ることとなます。そのため、本日この場で対応しますとは申し上げら

れないが、申し送り事項として取り扱わせていただきます。 

                         【地域協働課】 
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  ・ 現在の接続便は市役所、支所、市民センターとなっているが、その理由

を説明していただくとともに、今回の見直しによる接続先変更の考え方を

今一度説明していただきたい。 

【委員】 

 

→ 接続便の接続先はタクシー車両が安全に待機できる場所として、市

役所、支所、市民センターを接続先として指定しています。  

今回の見直しにあたって、停留所「下津市民センター」、「大里東市

民センター」、「大里西市民センター」、「稲沢市民センター北」を接続

便乗り場に変更することから、下津地区は停留所「リーフウォーク」、

大里東地区は「パールシティ」、大里西地区は「アクロスプラザ稲沢」、

稲沢地区は「稲沢市役所」に接続するよう変更します。  

                       【地域協働課】 

 

  ・ 今回の見直しによって、コミュニティバスとコミュニティバス接続便を

組み合わせることとなり、利用方法がこれまで以上に複雑化する。利用者

に対してどのように案内していくのか。 

【委員】 

 

→ 今回の見直しにより、地区によってはこれまで以上に利用が複雑化

する。そのため、乗車場所とよく利用する降車場所の利用を記した「マ

イ時刻表」を作成し、利用者に郵送したいと考えている。 

                         【地域協働課】 

 

 ・ 今回の見直しのコンセプトはどのようなものか。予算を抑えたいのか増

やしていきたいのか、市の考えを説明してほしい。 

【委員】 

 

→ 今回の見直しにあたっては、利用の低調な「大里線」、「下津・稲沢

線」を「下津・大里線（仮称）」として再編するとともに、コミュニ

ティバス接続便を活用することによって、コミュニティバス運行事業

全体の経費を抑制していきたいと考えています。 

                         【地域協働課】 
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３ その他  

（１）稲沢おでかけタクシー利用状況等報告について 

   ○ 資料番号３-１、３-２に基づき、「稲沢おでかけタクシー利用状況等報

告書」についての説明を行った。 

 

 （２）その他 

・ 稲沢市コミュニティバス・コミュニティバス接続便小学生体験無料乗車

券について、対象の範囲を保護者まで拡大するかどうか、対象来年度に向

けて検討していく旨を説明。  

・ 参考資料に基づき、「令和４・５年度のスケジュール」について説明。 

                               

以上で閉会した。  


